
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
６
７
回 

 浦
向
道
（
行
仙
宿
→
下
北
山
村
浦
向
）
の
巡
回
整
備 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
２
月
９
日 

(

日)  

晴 

◇
参
加
者
：
生
熊
敏
男
、
畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
、
児
嶋
道
夫
、
上
村

洋
司
・
和
美
、
山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、
志
岐
敬
、
梶
野
照

雄
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
名 

 

午
前
６
時
４
３
分
に
志
岐
さ
ん
を
吉
野
口
駅
で
拾
っ
て
池
原
に
向
か
う
。 

国
道
１
６
９
号
は
、
杉
の
湯
か
ら
西
原
ま
で
、
少
な
い
な
が
ら
も
積
雪
が

あ
り
、
橋
梁
な
ど
一
部
に
凍
結
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
気
温
は
さ
ほ
ど
低

く
は
無
く
、
新
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
で
０
℃
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

新
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
北
口 

 

Ｒ
４
２
５
を
歩
く 

 
 

 
 

登
山
口
に
到
着 

８
時
半
に
池
原
に
着
き
、
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
て
役
場
に
向
か
う
。
役
場
に

は
新
宮
、
熊
野
の
８
名
が
到
着
し
て
い
た
。
１
０
名
全
員
を
一
台
の
車
で

運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
沖
崎
車
運
転
の
上
村
さ
ん
に
お
願
い
し
、

２
回
に
分
け
て
登
山
口
ま
で
運
ん
で
い
た
だ
く
。
新
宮
組
６
名
に
先
行
し

て
も
ら
い
、
山
川
、
岩
本
、
志
岐
、
梶
野
の
４
名
は
森
林
組
合
倉
庫
に
車

を
停
め
て
歩
い
て
登
り
始
め
た
。
２
５
分
ほ
ど
歩
き
、
急
坂
の
手
前
で
沖

崎
車
が
到
着
。
４
人
が
乗
り
込
み
登
山
口
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
到
着 

 
 
 
 

 
 

 
 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
除
雪 

ザ
ッ
ク
は
先
に
モ
ノ
レ
ー
ル
で
荷
揚
げ
し
た
の
で
、
空
荷
で
登
り
始
め
た
。 

時
折
風
が
強
く
吹
き
、
第
二
ベ
ン
チ
上
の
伐
採
跡
地
で
は
少
し
寒
さ
を
感

じ
た
。 

行
仙
宿
に
到
着
、
本
日
は
行
仙
宿
で
の
作
業
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
屋

根
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
除
雪
と
、
小
屋
内
の
掃
除
機
掛
け
を
行
っ
た
。 

 
１
１
時
半
に
早
め
の
昼
食
と
す
る
。
食
後
は
コ
ジ
マ
カ
フ
ェ
も
開
店
し
、

女
性
陣
か
ら
差
し
入
れ
の
お
菓
子
で
談
笑
し
た
。 

１
２
時
１
５
分
、
全
員
で
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
出
発
。
車
の
回
送
担
当
の

生
熊
さ
ん
に
、
午
後
３
時
森
林
組
合
倉
庫
に
着
予
定
を
告
げ
、
空
の
ガ
ソ

リ
ン
缶
を
モ
ノ
レ
ー
ル
迄
持
ち
降
ろ
し
た
。 

山
川
さ
ん
は
倒
木
に
備
え
て
小
型
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
参
、
私
は
整
備



の
た
め
行
仙
宿
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
一
台
担
い
で
降
り
る
。 

 
 

 
 

 

出
発
前
全
員
で 

 
 
 

 

川
島
橋
、
異
常
な
し 

 
 

 
 

 

道
標
追
加 

 

積
雪
は
２
～
３
㎝
で
凍
結
は
無
か
っ
た
が
、
濡
れ
た
木
の
根
は
滑
り
や

す
く
、
一
度
し
り
も
ち
を
つ
い
た
。
川
島
橋
を
通
過
、
異
常
な
し
。 

林
道
合
流
迄
に
道
標
を
２
本
追
加
設
置
、
林
道
合
流
手
前
の
ト
ラ
バ
ー
ス

道
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
た
。
こ
こ
ま
で
に
倒
木
は
無
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

林
道
に
合
流 

 
 
 
 

 

最
後
の
道
標
設
置 

 
 

崩
れ
た
個
所
に
ロ
ー
プ 

 

林
道
か
ら
植
林
帯
に
入
る
入
り
口
の
標
識
を
手
直
し
す
る
。
支
柱
の
丸

太
が
腐
食
し
て
、
木
ネ
ジ
が
十
分
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
角
材
を
添
え

木
に
し
て
何
と
か
固
定
し
た
。
支
柱
の
交
換
が
必
要
だ
。 

下
部
の
植
林
帯
に
も
倒
木
は
皆
無
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
出
番
は
無
か
っ
た
。 

飛
び
出
し
た
枝
を
切
り
な
が
ら
順
調
に
歩
き
、
沢
詰
の
廃
屋
の
場
所
で
休

憩
。
沢
を
渡
ら
ず
直
進
し
て
登
っ
た
人
が
い
た
こ
と
か
ら
、
最
後
の
道
標

を
こ
こ
に
設
置
し
た
。 

林
道
か
ら
下
に
積
雪
は
無
く
、
登
山
道
も
い
つ
も
通
り
だ
っ
た
。
昨
年
間

違
え
て
下
っ
て
し
ま
っ
た
２
０
番
鉄
塔
の
巡
視
路
入
り
口
に
倒
木
を
集
め

て
バ
リ
ケ
ー
ド
を
作
っ
た
。 

十
津
川
橋
の
４
０
分
ほ
ど
手
前
に
１
０
ｍ
弱
の
崩
れ
た
個
所
が
あ
り
、
ロ

ー
プ
を
張
っ
て
安
全
を
確
保
し
た
。 

午
後
３
時
に
森
林
組
合
倉
庫
に
降
り
立
つ
。
次
回
の
行
事
参
加
の
お
願
い
、

来
月
予
定
の
南
奥
駈
道
巡
視
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
解
散
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

森
林
組
合
倉
庫
に
到
着 

 
 

 
 
 
 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
清
掃
中 

 



 

行
仙
宿
か
ら
持
ち
降
ろ
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、
翌
日
分
解
清
掃
し
た

が
、
オ
イ
ル
と
切
り
く
ず
が
固
ま
っ
て
こ
び
り
つ
い
て
い
て
、
き
れ
い
に

す
る
の
に
一
時
間
近
く
か
か
っ
た
。
使
用
後
す
ぐ
に
掃
除
す
る
の
が
理
想

な
の
だ
が
、
長
期
間
お
く
と
オ
イ
ル
が
硬
く
な
り
、
取
り
除
く
の
に
時
間

が
２
倍
ほ
ど
必
要
に
な
る
。 

 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

下
北
山
村
役
場09

：00

→09
：53
補
給
路
登
山
口
→10

：44

行
仙
宿12

：

18

→13

：20

林
道
合
流
→14

：08
沢
詰
廃
屋
→15

：00

森
林
組
合
倉
庫 


